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たのしみは 
                             校長 福田 純子 

 ６年生の教室の前の廊下に次のような短歌が掲

示してありました。 

『たのしみは 夕方つかれ テレビ見て 

         おやつほおばり 幸せな時』 

『たのしみは ディズニーランドの アトラクシ

ョン     のってドキドキ 笑顔なる時』 

『たのしみは 向かいのいすに 足かけて 

        イヤホンはめて 音楽聴く時』   

 いかにも現代の子供たちの風景が現れているよ

うですが、幕末の歌人、橘曙覧
たちばなあけみ

の「独楽吟
どくらくぎん

」を

もとにしたものです。「独楽吟」は、『たのしみは』

から始まる連作で、何と５２首もの歌群から成っ

ています。教科書に紹介されているのは、次の２

首です。 

『たのしみは 妻子むつまじく うちつどひ 

          頭ならべて 物をくふ時』 

『たのしみは 朝おきいでて 昨日まで 

        無かりし花の 咲ける見る時』 

 

 橘曙覧という人は、２歳で母を、１５歳で父を

亡くし、恵まれない少年時代を過ごしました。国

学の勉学に励む傍ら、和歌の道にも励み、生活派

歌人と称された人物です。中野孝次著『清貧の思

想』によると、曙覧は、貧しさの上に子沢山、し

かし、書物の蓄えを持ち、ひとたび曙覧と話をし

てみると誰もがその高雅な心根に心打たれたと言

います。日々の生活がどのような形であっても、

一瞬一瞬のささやかな喜びに幸福を感じて味わう

心の余裕が、彼の心の雅びに通じていたのではな

いでしょうか。 

 

 子供たちの短歌の中にも家族を詠んだものが多

く見られました。 

『たのしみは 母親シェフの レストラン 

           絶品料理 味わいし時』 

『たのしみは 夏の太陽 照らされて 

          家族みんなで 魚とる時』 

『たのしみは 妹抱き上げ 高く上げ 

         顔を見合わせ 笑い合う時』 

 家族との「食」の楽しさを取り上げた子供がひ

ときわ多かったように思います。また、行楽や趣

味の共有、見交わす笑顔の喜び等、様々な場面が

目に浮かんできます。家庭が幸せの源泉の一つで

あることは、今も昔も変わりありません。 

 

 もちろん、今の子供たちだって、自然との関わ

りにも喜びを見いだします。 

『たのしみは 澄んだ流水 手で受けて 

        その涼しさを 吸い込んだ時』 

『たのしみは 夜ねる前に すず虫の 

          歌声聞いて 秋思ふ時』 

『たのしみは 静かな場所で 風にあたり 

      かわいい鳥を ながめている時』 

 

 さらに、自分が打ち込んでいるものへの思いも

伝わってきます。 

『たのしみは 野球の試合で ピッチャーと 

        真剣勝負で ヒット打つ時』 

『たのしみは いっしょうけん命 勉強し 

       問題を解ききり 喜びし時』 

『たのしみは 歴史のマンガを 読むことで 

      タイムスリップ 感じている時』 

 

 最後に、本校らしい一コマを詠んだ一首です。 

『たのしみは 一年生と 外で会い 

       手をふりながら 笑いかける時』 

 

 子供たちが、自分の周りに常にある『たのしみ

は』をたくさん見付けながら成長できるように、

これからも支援していきたいと思っています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展覧会に向けて 
図工科担当 佐藤 克樹  

今、春の風小学校では１１月２５、２６日の展覧会に向けて全児童が絵画に工作に、共同作品に全力を注い

で制作しています。 

今年度の展覧会テーマは「ものづくり 夢づくり そうぞうの世界へ」です。子供たちは材料と出会い、作

品を作り（ものづくり）ながら、心の中の夢を形にして（夢づくり）、想像（創造）の世界を広げていきます。 

展覧会は、普段はなかなか見られない子供たちの日常の造形活動を一堂に見ることができる貴重な鑑賞の場

です。楽しかったことや工夫したこと、そのときに考えたことなど、様々な子供の活動の様子を作品から感じ

取ることができます。 

また、作品からだけでなく、その作品についての工夫したところや思いなどが作品の題名にも込められてい

ます。題名にも注目してみると、作品の新しい良さやおもしろさが発見できるかもしれません。子供たちの心

の色や形を互いに見つめ、感じ合い、笑顔あふれる展覧会にできたら幸いです。 

 

小中連携の取り組み 
  小中連携クリエーター 大戸 郁  

本校は、昨年度より練馬区教育委員会より小中一貫教育研究グループの指定を受け、研究主題を「かかわ

りの中で『知・徳・体』をはぐくむ子供の育成」～９年間を見通した学びの中で～と設定し、光が丘第二中

学校とともに授業研究会や全体研修会を中心に研究を進めています。 

今年度は、昨年度の成果と課題を踏まえながら作成した算数・数学の課題改善カリキュラムをもとに、５

月には４年生で「わり算の筆算」の検証授業を実施しました。また７月には、道徳の「学年重点内容」に即

した「学年別配当一覧表」に基づいて計画した１年生の「はしのうえのおおかみ」を検証授業として実施し

ました。さらに夏季休業中には文部科学省より教科調査官を招き、道徳の教科化に向けての課題や道徳の授

業の充実を図る上でのポイント等を学びました。 

児童・生徒の交流も増えています。１０月には６年生が、光が丘第二中学校の「海外派遣生徒報告会」を、

５年生が合唱コンクールのリハーサルを参観しました。また、中学校の生徒会を本校に招いて「中学校説明

会」を実施しました。今後、中学校進学を控える高学年にとって中学校生活を身近に感じられる機会となり

ました。   

１２月には、２年生と３年生が放課後に中学生に算数を教えてもら 

う「算数教室」や、５・６年生と中学生が学校周辺の歩道をきれいに 

する「小中合同クリーン運動」を予定しています。 

これらの児童生徒、教職員の取り組みの過程を小中のクリエーター 

を中心にまとめ、来年１月２０日には、研究グループの成果や課題を 

「練馬区小中一貫フォーラム」にて発表することになっています。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５組紹介 
                                 ５組担任  生稲 宏一 

５組では、体験的な学習を重視しています。学習したことを実際の生活の中で使うことができるよ

うに、様々な体験的な活動が計画されています。のれん作り、畑作業は年間を通して行います。また、

年に５回の遠足や２回の宿泊学習、夏のキャンプは、歩行の学習や体育で身に付けた力、自分で自分

のことをやりとげる力を発揮する、総仕上げの場になっています。 

 それぞれの宿泊学習や遠足では、終わった後に絵を描いたり、作文を書いたり感想を発表したりし

ます。体験したことを形にすることで、子供たちから生き生きした言葉や表現が生まれます。 

 以下に宿泊学習の作文を、抜粋して紹介します。 

            

  〈下田宿泊学習の思い出〉 

            ・１日目はバナナワニ園でゾウガメに乗りました。「よーし、乗るぞう。」          

と思って乗りました。楽しかったです。(３年Ｓ) 

・最初にクロールをしました。がんばりました。周泳Ｂに出ました。 

ゴーグルに水が入って痛かったです。海の中は黒かったです。(４年Ｔ) 

・海で泳ぎました。足が付かない所でした。泳ぐのをがんばりました。 

すいかわりをしました。すいかに当たりました。楽しかったです。 

すいかの味は甘かったです。４個食べました。おいしかったです。 

また食べたいです。(６年Ｉ) 

・夜はレクリエーションをしました。「大きなうた」を大きな声でうたいました。アンダー・ザ・    

シーではマラカスをがんばりました。みんなと演奏できて楽しかったです。(４年Ｏ) 

              〈武石キャンプ〉 

               武石キャンプは、４～６年が参加します。夏休み中に行われ、３泊し 

ます。(他の宿泊学習は２泊３日)下田、軽井沢の宿泊は大泉小学校５組 

と合同で行われ、一緒に活動して交流を深めます。 

武石キャンプは春の風小５組だけで行います。ベルデ武石の本館前に

ある広場にテントを立て、食事作りも皆で協力して行います。普段の 

調理学習の成果が試されます。今年度は残念ながら雨の日が多かった 

ですが、流しそうめんやキャンプファイヤー、物見石山登山、虫採り 

など楽しいことが盛りだくさんのキャンプになりました。 

 〈軽井沢宿泊学習の思い出〉 

・１日目は、大泉小学校にお母さんと行きました。バスレクでは司会 

をしました。忍たま乱太郎の歌を歌いました。ますを釣りました。 

信夫先生と釣りました。さわるとすべすべしました。(３年Ａ) 

・２日目は、鼻曲山に登りました。一人歩きをしました。 

下りは、Ｋさんと歩きました。がんばりました。(３年Ｍ) 

・(登山で)イノシシがいました。３頭いました。びっくりしました。 

頂上でお弁当とりんごと力もちを食べました。おいしかったです。 

競歩をしました。道が長かったです。(６年Ｎ) 

・３日目は、天丸山マラソンをしました。雨と砂利道で大変でした。１０位に入りました。 

チョコレートをもらいました。うれしかったです。これからも毎日のマラソンをがんばります。  

タイムがあがるように努力します。ぼくは、この３日間とても楽しく過ごせました。(５年Ｋ) 

 いろいろな行事や学習を通じて、５組の子たちはどんどん成長しています！ 

 

 

 

 



１１月の行事予定 

 

日 曜 時程 ひろば 行事予定 

１ 火 水５  全校遠足 個人面談（予備日） ５組個人面談 

２ 水   開校記念日 

３ 木   文化の日 

４ 金 通常 ○ ５組合同運動会 ５組個人面談 

５ 土   光が丘クリーンキャンペーン 

６ 日    

７ 月 通常 ○ 全校朝会  

８ 火 通常  はみがき巡回指導（４年） 

９ 水 通常 ○ 給食委員会集会 

１０ 木 通常  たてわり班活動 春小チャンピオン クラブ 

１１ 金 通常 ○ ５組合同運動会（予備日） 

１２ 土 土４  情報モラル教室（５年） 親子学習会（３・６年） 委員会 

１３ 日    

１４ 月 通常 ○ 全校朝会 安全指導 幼保小連携（１年） 持久走練習始  

１５ 火 通常   

１６ 水 通常 ○ 児童集会 避難訓練 

１７ 木 通常   

１８ 金 水６ ○ 誕生日給食 幼保小連携（１年） 

１９ 土    

２０ 日    

２１ 月 通５ ○ 全校朝会 １・２年は４時間、３～６年は５時間授業 

２２ 火 通常   

２３ 水   勤労感謝の日 

２４ 木 通常   

２５ 金 通常 ○ 展覧会 学校評議員会 

２６ 土 水５  展覧会 給食あり 

２７ 日    

２８ 月   振替休業日 

２９ 火 通常   

３０ 水 特４ ○  

＜１１月の生活目標＞    協力して働こう 

＜１１月のあいさつ目標＞  「ありがとう」「いただきます」は感謝の心で 

生活指導部  曽根 操 

 「芸術の秋」「読書の秋」などと言われるように、心豊かに過ごせる穏やかな季節になりました。 

今月は、友達と協力して皆のために働くことの大切さ、私たちの学校生活を支えてくださっている全ての方々に感

謝の気持ちをもって過ごす大切さを、生活目標、あいさつ目標を通して、子供たちに気付かせていきます。気付くだ

けでなく、感謝の気持ちを行動に移すことができる、心豊かな春の風小の子供を育てていきます。 

 


